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図２　オラーン・ヘレム墓の墳丘と墓室

―　　―3

p01-50 01-東先生.indd   3 2014/01/15   12:21:29



図３　オラーン･ヘレム墓の壁画空間
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図４　オラーン･ヘレム墓の壁画図像 墓室門楼　第４過洞北壁　 墓道北壁
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図６　太原金勝村北斉墓・済南馬家庄道貴墓 (571)〔山西省考古研究所 1990・済南市博物館 1985〕
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図７　陝西省潼関税村隋墓〔陝西省考古研究院 2009〕
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北斉墓の系譜をひく(図６)。 

 陝西省三原李寿墓(631)〔陝西省博物館 1974〕 墓室内の南門に二対の朱雀（鳳凰）、石槨

外壁に四神・儀衛、文武侍従、騎龍駕凰仙人、楽舞・侍女・内侍、男女侍従、十二支像が彫刻

されている。斜坡墓道入口の東西壁に飛天の痕跡があるが、青龍・白虎は表現されていない。

石槨外壁は中央上方に玄武像、下方に一対の鬼神像と朱雀、その両側に戟・幢を持つ門衛、さ

らに騎龍駕凰仙人と笏・剣を持つ男侍が浮き彫りされている。この石槨は墓主の生前の寝殿を

あらわす〔孫機 1996〕。第４天井東西壁に各７列戟図がえがかれている〔宿白 1982〕。李寿の

官職・官品は「司空(正一品)上柱国(正二品)准安靖王(正一品)」である〔杈奎山 1998〕(図８)。 

 陝西省礼泉長楽公主墓(643)〔昭陵博物館 1988〕 墓道・天井・過洞・龕・甬道・墓室から

なる単室塼墓。墓道両壁に青龍・白虎がのこる。墓道の西壁は、北から南に５人の旗を持つ騎

兵と隊長(領隊)、１人の領隊と７人の衛士、車馬、青龍の順にえがかれる。中央の領隊箭壺、

５人の衛士は紅色の旒旗を持つ。青龍・白虎につづいて、両壁に車馬がえがかれる。西壁の車

馬の轅端に龍頭が彫刻され、車上に華蓋がある。車輪側に虎頭魚身怪獣がいる。鰭尾をもち、

龍身や蛇身ではない。東壁の車馬具にも怪獣が表現されている。車馬具は墓葬祭祀における墓

主の乗物としての性格をもつ。墓誌蓋の四斜面に四神、山・樹木を表現する。誌石に四辺に十

二辟邪、山樹を彫刻する(図９)。 

 陝西省礼泉李思摩墓(647)〔昭陵博物館 2006〕 墓室樹木の間に人物を配する。左手に団扇、

右手に花を持つ侍女、伎楽(女性)がみえる。ほかに立襟の袍をはおり、両手で壺を持つ人物は

大柄で円襟の袍の上に狭袖の広袍をはおる。腕は通していない。化粧からみて男装女性で、そ



図８　陝西省三原李寿墓（630）〔陝西省博物館 1974〕
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第１天井 西壁東壁
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図９　陝西省礼泉長楽公主墓(643)〔昭陵博物館1988〕
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図 10　陝西省礼泉李思摩墓 (647)〔昭陵博物館 2006〕
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図 11 陝西省礼泉新城長公主墓（663）〔陝西省考古研究所 2004〕
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Ⅳ オラーン・ヘレム墓の壁画図像 

 

 オラーン・ヘレム墓の墓室構造（斜坡墓道・天井・過洞・甬道・墓室）、壁画図像（青龍、

白虎、旗旌、列戟、男・女侍、門闕、牽馬、蓮華、雁、飛鳥 樹下人物）、副葬品（貨幣、銙

帯、馬具、装飾品）の諸属性を分析する。 

  

オラーン・ヘレム壁画の青龍・白虎図像 

  墓道東壁の青龍は長さ 7.6ｍ、高さ 1.8ｍの図像。身体の骨格・中心線は青色で表現し、胸が

いと腹部下辺、左足にかけて太い朱線で縁どる。左前足を腹部の輪郭線まっすぐに突き出す。

足首をかえすようなポーズをとる。下腹部と右後足の交点は約 140°の鋭角となっている。白

虎のばあいは曲線的である。背から尾に鋭利な線で背鰭をえがく。尾の根元に火焔紋を装飾す

る。四足は爪の細部まで表現する。左前足をのぞく三足のつま先は雲気紋で装飾される。 

 西壁の白虎図像の特色は這う姿態で、四足に雲気紋で飾られ、同じ雲龍紋をはき出す。背鰭

が表現されているが、白虎図像としては例外的である。朱色の線で輪郭をとる。右足と下腹部

下辺は直線的である。背から尾にかけて、背鰭を表現する。尾の端部は丸味をもつ。尾の中間

にねじれのような痕跡があり、部分的にとぎれる。四足のつま先はいずれも雲気紋化している。

背の斑点は朱色で花弁状を呈する。盛唐期の白虎のように花紋化していない。   

 青龍・白虎図像の粉本があり、壁面に転写するかたちで描かれたにちがいない。体躯（尾を

のぞく）の幅・高さの指数は 47、白虎 45で、その比率はほぼ同じである。図面を反転し重ね

あわせれば明白である(図 15)。墓道両壁の一定の空間全体に表現しているので、青龍・白虎の

大きさはほぼ等しくなっている。白虎の尾の中間に結び目のようになっている。画師の心理状

況を推測させる。尾の先端が円まるのは様式的特徴である。青龍の粉本があり、それを反転し

て白虎が描かれたのであろう。白虎に背鰭が表現されるのは例外で的である。唐代では金勝村

６号墓(山西省太原)の白虎に鰭状の輪郭が描かれる。青龍の図像を基本にして白虎像が描かれ

たのであろう。オラーン・ヘレムの青龍・白虎図像は阿史那忠墓の画像にもっとも類似する。 

 蘇定方墓の白虎の長さは 6.5ｍ（身体 5.2ｍ）、阿史那忠墓の白虎は 6.5～7.0ｍ、懿徳太子

墓の青龍の長さは約７ｍ、高さ 2.2ｍ、白虎残長 6.8ｍ、高さ２ｍで８ｍにちかい。永泰公主墓

は残長 6.0ｍで、8.0ｍ以上。李憲墓の青龍・白虎は約６ｍである。 

 墓道に青龍・白虎像が表現されるようになるのは北朝後期以降である。６世紀中葉の湾漳墓

(550)などに出現する。墓道に青龍・白虎がえがかれ、四神壁画の表現空間が変容する。四神思

想は十二支像思想とともに墓室壁画に表現される(図 16)。 

 墓室・墓道の規模、墓道の図像の構成などに関係する。オラーン・ヘレム墓のばあい、青龍

・白虎図像は墓道壁面の半分以上をしめている。同時期の突厥族の右驍衛大将軍阿史那忠墓に

匹敵する大きさである。僕固乙突墓(678)も右驍衛大将軍である。 

 青龍図像は東魏の茹茹公主墓(550)の龍身の背や脚部縁端にＣ字形唐草紋が表現されている。

７世紀後半段階で固原思索岩墓(664)や太原金勝村７号墓のように龍身の輪郭が唐草紋化する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

図 15　オラーン・ヘレム墓青龍・白虎図像の比較
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図 17　畏獣・鎮墓獣・武士俑
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陝西礼泉李勣墓(670)

山東崔芬墓(670)　　

山西太原南郊唐墓
図18  屏風画の変遷

オラーン･ヘレム墓

陝西礼泉燕妃墓(671)
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北壁東段

図19  陝西省礼泉昭陵李勣墓(669)とオラーン･ヘレム墓〔昭陵博物館2000〕
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図 22　十四国蕃君長と昭陵北司馬門跡出土石像と碑石〔張建林 2006　橿原考古学研究所 2010〕

于闐王伏闍信

突厥　薛延陀真珠毗伽可汗

高昌王左武威詔将軍麹智勇吐蕃贊府

昭陵陵園北司馬紋門出土

十四国蕃君長の諸国
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   義慈王 20年(660)  王及太子孝與諸城皆降。定方以王及王子泰、隆、演及大臣将士八十八 

           人、百姓一万二千八百七人送京師。…析置熊津、馬韓、東明、金漣、 

           徳安五都督府。各統州県。擢渠長為都督、刺史、県令、以理之。命郎 

           将劉仁願守都城。又以左衛郎将王文度為熊津都督。撫其余衆。定方以 

           所俘見上。責而宥之(『三国史記』巻 28)。 

   武烈王８年(661)   以阿湌宗貞為都督(『三国史記』巻５)。 

  文武王２年(662)  唐使臣在館。至是册命王為開府儀同三司上柱国楽浪郡王新羅王(『三 

           国史記』巻６) 

    文武王３年(663)  大唐以我国為鶏林大都督府。以王為鶏林州大都督。…唐皇帝詔仁軌検 

           校帯方州刺史、統前都督王文度之衆我兵(『三国史記』巻６) 

    文武王４年(664)  下教婦人亦服中朝衣裳。…百済残衆拠泗沘城叛。熊津都督諸軍事発兵 

           破之(『三国史記』巻６)。 

  文武王５年(665)  伊湌文王卒。以王子礼葬之。唐皇帝遣使来弔。兼進贈紫衣一襲、腰帯 

            一条、彩綾一百匹、綃二百匹。…王輿勅使劉仁願熊津都督扶餘隆。盟 

            于熊津就利山(『三国史記』巻６)。 

 660 年、百済の義慈王とともに唐に帰順した禰氏一族の墓群が長安で発見された〔張全明・

郭永 2012〕。禰素士（Ｍ13）(708)は唐雲麾将軍左武衛将軍上柱国来運郡開国公、禰仁秀（Ｍ

23)(750)は禰素士の長子で虢州金門府折冲である。禰寔進（Ｍ15）(672)は禰素士の父で唐左威

衛大将軍来運県開国子柱国である。禰寔進は禰植と同一人物である。いわば捕虜の身分で大将

軍となっている。 

 唐は 660年、滅亡した百済の地に熊津都護府を置いた。十四国蕃君長など周辺諸国にたいす

る羈縻支配の時代である。また唐は 663年に鶏林大都督府を置く。文武王は鶏林州大都督に任

じられる。白村江戦争の勝利国の新羅に都督府が設置された。真平王代以来の羈縻政策から都

督体制に支配方式がかわったのであった。 

                                                  

 僕固乙突墓  

 モンゴル・トゥブ県のザーマル(Zaamar Sum)で発掘された。土洞墓で、墓誌、陶俑・木俑な

どの遺物が出土した〔羅新 2011、楊富学 2012〕。 

 墓誌によると、諡は乙突で、朔野金山人。祖は左武卫大将军金微州都督の歌滥拔延で、父の

思匐は金微州都督を引き継いだ。乙突は儀鳳３年(678)２月 29 日に卒し、その年の戊寅(678)

に埋葬された。その葬地は西に峙葱山，北は蒲海に面するところである。乙突は乾陵石人像の

題名に記されているという。      

  以儀鳳三年二月廿九日遘疾、终於部落、春秋卌有四。天子悼惜久之、敕朝散大夫、守都水 

  使者天山郡開国公麹昭、監護吊祭、賻物三百段、錦袍金装带弓箭胡禄鞍韉等各一具。凡厥 

  喪葬、幷令官给、幷为立碑。即以其年歳次戊寅八月九日朔十八日壬寅、永窆於于缬碖原、 

  礼也。生死長乘、榮蓽備、深沈苦霧、方结惨於松塋、飋䫻悲風、独含悽於薤鐸。対祁連而 

  可像、寄囗勒而有詞、述德表功、迺為铭曰、西峙葱山、北臨蒲海、士風是繋、英傑攸在。 
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   (僕固乙突墓誌) 

  僕固懐恩、鉄勒部落僕骨歌濫抜延之曽孫、語訛謂之僕固。貞観二十年、鉄勒九姓大首領率 

  其部落来降、分置瀚海、燕然、金微、幽陵等九都督府於夏州、別為蕃州以禦辺授濫抜延為 

  右武衛大将軍、金微都督。抜延生乙李啜抜、乙李啜抜生懐恩、世襲都督(『旧唐書』巻 121 

     列伝第 71)。 

 僕固部世系が乙突墓誌をもとに復元された〔楊富学 2012〕。 

  一世歌滥拔延(647～？、右武衛大将軍金微州都督)―二世思匐(？～657、金微州都督)― 

  三世乙突(635～678、右驍衛大将軍金微都督上柱国林中県開国公)―四世佚名（？～686、 

  金微州都督)―五世設支(弟？、金微州都督)―六世曳勒歌(？～720以前、充大武軍右軍討 

  撃大使金微州都督)―七世勺磨(弟、？～741以前、金微州都督) 

 懐恩（～765、右驍衛大将軍金微都督）は歌滥抜延（右武衛大将軍金微都督）の曽孫、乙李啜

拔の子であった(『旧唐書』巻 121)。歌滥抜延を祖とする別の家系が知られた。 

 歌滥拔延・乙突・懐恩等の僕固部は代々金微州都督を受け継いできた。乙突墓の葬地によっ

て、トゥブ県のザーマルの地域に金微州都督府が存在したといえる。オラーン・ヘレム墓はそ

の南のオルホン・トール川流域に位置する。 

 貞観 21年(647)、太宗は六府七州を設置し。府に都督、州に刺史、府州の長史、司馬以下の

官吏を置いた。僕骨を金微府とした(『旧唐書』巻 195迴紇)。墓誌に乙突の祖歌濫抜延は「皇

朝左武衛大将軍金微州都督」とみえる。子孫にあたる僕固懐恩は右驍衛大将軍金微都督として

冊封の地で死亡、埋葬されている。金微は 650年に設置された瀚海都護領の一都督である。 

 高宗は「金装带弓箭胡禄鞍鞯」を賜与している。弓箭・胡禄は横刀とともに、儀衛の重要な

佩器である〔苑淑英 2001〕。長楽公主、鄭仁泰・李勣墓・懿徳太子墓壁画にみえる「虎韔豹韜」

とよばれる虎や豹皮の弓袋のようなものであろう。葬具ならば、オラーン・ヘレム墓の金製鐙

・鑣轡のような明器であったかもしれない。唐と突厥の間で豹皮が交易されていた。 

 

 オラーン・ヘレム墓の被葬者の性格 

 墓室構造・壁画図像などの諸要素を比較すると、670 年前後の壁画墓と類似する。とくに阿

史那忠墓(675)と諸々の点で比較すると、オラーン・ヘレム墓が先行して築造されたようである。 

 近在するザーマル僕固乙突墓(678)は唐の羈縻支配期(630―680)の最晩年、第二突厥帝国が形

成される直前である。僕固乙突墓とオラーン・ヘレム墓は同一地域に存在する。二つの墓に築

造上の時間差があり、オラーン・ヘレム墓が先行するようである。したがってオラーン・ヘレ

ム墓は 660～70年代に築造されたと推定される。 

 オラーン・ヘレム墓の墓室は全長 46ｍで斜坡墓道、各４の天井・過洞をそなえた大規模な墓

である。新城長公主墓が約 50ｍ、鄭仁泰墓が 53ｍ、蘇定方墓が 73ｍ、阿史那忠墓が 55ｍ、安

元寿は 60ｍ、懿徳太子墓は 101ｍ、章懐太子墓が 71ｍで、オラーン・ヘレム墓は全長 50ｍ前後

の大型墓に属するのである。 

 壁画題材は青龍・白虎、儀衛、列戟、門楼、牽馬、畏獣、蓮華、侍女で同時期の唐代壁画と

共通する。列戟は阿史那忠墓が東西両壁６竿ずつの計 12 竿、蘇定方墓は計 10 竿であった。オ
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ラーン・ヘレム墓は計６竿であるが、壁画に列戟を表現しうる身分で大将軍級である。壁画に

は生前の身分関係が表象される。葬送儀礼は公的なものである。僕固乙突の喪葬にさいし、天

子から葬具などが授けられた。 

 三梁冠や佩剣は李勣墓(司空公太子師贈太尉揚州大都督上柱国英国公)のものに相当する。 

 ビザンティン貨幣は高昌国の新彊吐魯番阿斯塔那墓群や唐長安城の西安何家村などで出土す

る。オラーン・ヘレム墓では長安から直接流入した冠帽や明器(馬具)があり、ビザンティンと

唐の文物が伴出する。 

 身分と墓制との関係であるが、オラーン・ヘレム墓は右武衛大将軍(正三品)凉州都督の鄭仁

泰(664)、左武衛大将軍の蘇定方(667)、右驍衛大将軍薛国王(從一品)の阿史那忠( 675)、右驍

衛大将軍金微都督上柱国林中県開国公の僕固乙突(678)、右威衛将軍贈代州刺史(從三品)上柱国

の安元寿(683)の墓に匹敵する。 

 乙突は金山（金微山）人で、鉄勒の別部であった、突厥族であるが、都督として唐の墓制に

のっとり、都護府の域内で埋葬された。蕃君長の右武衛大将軍阿史那思(李)思摩や右衛大将軍

阿史那杜爾は昭陵に陪葬されている。 

 貞観 20年(646)、瀚海・燕然・金微・幽陵・亀林・賀蘭・皋蘭・盧山・堅崑の九都督府が置

かれた。その年の６月、英国公李勣は薛延陀を鬱督軍山で撃破し、五千余を斬首し、男女三万

余人を捕虜としたとある(『旧唐書』巻３)。唐の突厥支配は軍事力を背景に、羈縻支配を断行

している。 

 乙突墓はボルガン県とトゥブ県境を流れるオルホン川の東、支流のトーラ川の北に位置する。

葬地は都督の地とはかぎらないが、金微都督府はオルホン川流域の東部地域に存在したといえ

る。現在の行政区域ではトゥブ県にあたる。 

 オラーン・ヘレム墓は乙突墓の南約 30㎞、トーラ川の南に位置する。ボルガン県の東辺にあ

たる。『旧唐書』には「分置瀚海燕然金微幽陵等九都督府」と瀚海が最初に例示されている。

安北都護府の中心地にもかかわる問題でもあるが、瀚海や燕然都督府がオラーン・ヘレムの地

に位置した可能性がある。オラーン・ヘレム墓の被葬者は乙突墓とおなじ、都督級のものであ

るか、墓室規模は乙突墓より大きいため、より高位の人物も想定される。 

 オラーン・ヘレム墓は唐の羈縻支配期に築造された。被葬者は唐の羈縻政策によって将軍号

が授けられた突厥族であろう。安北都護府下の都督であろうか。都の長安から帰葬した可能

性もある。昭陵に陪葬された阿史那忠一族とかかわりのある人物であろうか。 

 オラーン・ヘレム墓の南２㎞に契丹（遼）代のオラーン・ヘレム城、西 20㎞にチントルゴイ

城、さらに西 26㎞にハルブフ城が位置する。遼は統和 22年(1004)に辺防城して鎮州を設置し

たが、チントルゴイ城はその鎮州城に比定されている(臼杵・千田・前川 2006)。 

 このオルホン・トーラ川流域は突厥第一可汗国期から唐羈縻支配期をへて東突厥第二可汗国

期、ウイグル可汗国期、契丹(遼)の文化が栄えた地域である。オラーン・ヘレム壁画墓・僕固

乙突墓の発掘は意義ぶかい。 

              

             (本稿は公益財団法人韓昌祐・哲文化財団 2011年度研究助成による) 
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図版２ オラーン･ヘレム墓
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図版３ オラーン･ヘレム墓
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図版４ オラーン･ヘレム墓
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図版５ オラーン･ヘレム墓
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図版６ オラーン･ヘレム墓
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図版７ オラーン･ヘレム墓
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図版８ オラーン･ヘレム墓
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図版９ オラーン･ヘレム墓
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図版 10 オラーン･ヘレム墓
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図版 11 オラーン･ヘレム墓
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図版 12　オラーン･ヘレム墓出土の冠・貨幣・馬具図版 12　オラーン・ヘレム墓出土の冠・貨幣・馬具
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